
2025/11/9

1

沖縄県透析医会
災害時対策の現状と課題

2025年11月10日 沖縄県慢性腎臓病対策協議会

報告者：沖縄県透析医会 会長 名嘉 栄勝

1. 災害時組織体制（現状）

1. 災害担当：会長および副会長2名が災害時対応を行う
対外連携・訓練・調査・啓発を担務

2. 学術連携：沖縄県人工透析研究会・大学等と連携

3. 沖縄県内7ブロックのブロック長との連携
LINEグループ連携 定期的な役員会での報告

4. 沖縄透析災害対策連絡協議会
以下の関係団体と年1回関係者の顔合わせ・報告・協議

沖縄県透析医会 沖縄県臨床工学技士会 沖縄県腎不全看護研究会 沖縄県腎臓
病協議会 沖縄県保健医療部地域保健課
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1. 組織体制（現状）

• 災害担当：副会長2名を配置

対外連携・訓練・調査・啓発を担務

• 学術連携：沖縄県人工透析研究会・大
学等と連携

北部地区

中部地区
中部南・浦添地区

那覇地区

宮古地区

八重山地区

沖縄県透析施設 全7ブロック沖縄県透析施設 全7ブロック

南部・久米島地区

施設名ブロック長

たいようのクリニック宮平 健北部地区

ちばなクリニック小田口 尚幸中部地区

さくだ内科クリニック佐久田 朝攻
浦添

西原地区

みやら内科クリニック宮良 忠那覇地区

豊崎メディカルクリニック下地 國浩南部地区

池村内科医院池村 眞宮古地区

よなは医院与那覇 朝樹八重山地区
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2. 災害時情報ネットワークとDIEMASの概要と機能

• 日本透析医会災害情報ネットワーク
– 災害時全国の透析施設から停電・断水・受入可否などの稼働状況を日本透析医会災害情報ネットワークに入力・即時共有。

患者搬送・受入調整や物資・水の要請を一本化し、行政・学会・地域医会と連携して透析継続を確保する仕組み。

– 透析医会会員でなくても入力可能。厚生労働省・行政は閲覧可能。

• DIEMAS：災害時透析医療継続マッピングシステム
– 被災状況を地図と一覧で可視化

– 透析施設の被災・稼働状況をスマホ/PCで入力し共有

– 入力情報を日本透析医会の災害時情報ネットワークへ数クリックで連携（重複登録不要）

– 災害モード／訓練モードの切替で平時訓練が可能

– 受入可能施設との「患者マッチング」を支援（距離も考慮）

– 職種別の「人材リクエスト」とマッチング（JHAT等へ依頼）

– 管理者—施設の双方向チャット（メッセージ機能／オプション）。未読・既読管理、スレッド分け対応

– 画像添付で現場状況を共有

– 患者の「透析情報カード」をクラウドで管理・閲覧（避難時も参照可）

– クラウド保管・暗号化、オートスケール等で災害時のアクセス集中や情報漏えいに備える。

日本透析医会災害時情報ネットワーク

5

6



2025/11/9

4

DIEMAS
災害時透析医療継続マッピングシステム

3. 主要な課題（ギャップ）

① 運用標準・指揮系統の非統一（ブロック間のばらつき） -------- →統一マニュアルがない

② DIEMAS入力・登録率のばらつき（施設・患者） -------------- →管理者も含めシステムへの慣れが不十分

③ 広域搬送・離島対応の設計（ハブ＆スポーク不足） -------- →統一マニュアルがない 担当者の変更

④ 物資・スタッフ要請〜配分のSOPと承認ルール不明確 -------- →公立・民間での壁が大きい 業者の理解・連携不足

⑤ 訓練の定期性・KPI評価が不十分 ---------------------- →ブロック毎に差がある 人手不足など

⑥ 障害時の多重連絡手段整備と個人情報の運用周知 ---------- →公立・民間・施設により差がある

⑦ 市町村との連携や災害時の透析医療について周知が出来ていない →県から市町村への指示が必要

※SOPとは「Standard Operating Procedures」の略 であり、製品やサービスについての作業で、
最も標準的な手順を記したもの。ここでは物資の配分や派遣依頼の取り決め。

※KPIとはKPI（重要業績評価指標）とは、最終目標を達成するための中間目標としての役割を果たす。
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4. ブロック別マニュアル整備状況（2025/11時点）

マニュアル整備状況ブロック

あり南部

あり中部

なし那覇

なし浦添西原

なし北部

なし宮古

なし八重山
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